
 

 

 

 

 
 

  実態 

(1)児童生徒の実態 

平成 21 年度の学校保健統計調査速報によ

ると、福島県内の児童生徒の肥満傾向児の割

合は男女ともすべての年齢で全国平均を超え

ている。一方、本校の肥満傾向の児童は、平

成 21 年 4 月の健康診断結果で 18 人（13.8％）

おり、2 学年は男女とも 0％に対して 5 学年

は男子 22.22%、女子 28.57%であり、4 学年

は女子が 0％に対して男子は 16.66%と、学年

差や男女差が大きい。  

＜肥満傾向児の出現率＞  

年齢  

(学年 ) 

吾妻小  福島県  全国  

男  女  男  女  男  女  
6 歳  

(小１ ) 
0 10.00 7.43 6.65 4.55 4.17 

7 歳  

(小２ ) 
0 0 10.51 7.81 5.60 5.40 

8 歳  

(小３ ) 
6.77 11.76 8.98 10.40 7.53 7.05 

9 歳  

(小４ ) 
16.66 0 17.40 13.52 9.57 7.58 

10 歳  

(小５ ) 
22.22 28.57 12.99 10.70 10.76 8.26 

11 歳  

(小６ ) 
22.27 18.18 16.55 13.10 10.61 8.74 

（平成 21 年度福島県学校保健統計調査速報との比較） 

一方、給食の残食率は平成 21 年 4 月の全

校平均で 3％であるが、平成 21 年 6 月に吾妻

小学校全校児童とその保護者を対象に実施し

た児童の食生活等実態調査結果では、図 1,2

のように、食事中「好ききらいをしない」「色

の濃い野菜を食べる」などについて意識した

り、学校給食をいつも全部食べたりしている

児童は福島県内の 2,5 学年児童平均と比較し

て尐ない上、学年差も大きいことがわかった。 

 

(2)家庭の実態 

平成 21 年 6 月に実施した児童の食生活等

実態調査結果では、家庭で献立を決めるとき

の配慮事項として、「栄養のバランス」「家

族全員の嗜好」を 50%以上の家庭が重視し

ており、児童の生活習慣については、50%の

家庭が「偏食」について心配している。  
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一方、肥満

や偏食を是正

するために、

児童が自らの

食をコントロ

ールすること

の意義を理解できる時期は、発達段階から考

えて小学校高学年頃からであり、それまでは

家族全員が食生活の環境を整える等の体制が

不可欠である。  

これらのことから、体調や健康への意識に

差がある児童に対し、きめ細かな個別的相談

指導を行うことで食行動の変容につなげたい

と考えた。また、健康課題を持つ児童に対す

る健康障害や将来における生活習慣病の予防

には、家庭の協力を得ながら個別的相談指導

を継続して実施する必要があると考えた。  

 

重点目標 

個別的相談指導を実施するにあたり、以下

の目標を定めた。  

＜目標＞  

健康に興味関心を持つ児童の育成によ

り、肥満傾向児や偏食傾向児の減尐を図る。 

また、始めから特定の児童に対して実施す

るより、学級活動の全体指導から個別指導に

移行することで、児童が抵抗感なく個別的相

談指導を受けやすくなるであろうと考えた。  

 

そこで、上記の目標を具現化するために、

次の視点により実践することにした。  

【視点１】学級活動における自己決定への

支援や給食の時間における個への

働きかけを充実する。  

【視点２】食に関する個別的相談指導『ス

ワンチャレンジ』を実施する。  

 

実践内容 

(1)【視点１】学級活動と個への対応  

学級活動において、学級全体の食生活改善

に向けての意識を高め、自らを振り返り、自

己決定の場面を確保し、個に応じた課題解決

策を決められるようにした。  

本校は、特に偏食傾向児が多いことから、

好ききらいなく食べることの大切さに重点を

置き各学年において学級活動を行った。  

＜各学年の学級活動計画＞ 資料１  

学

年  
題 材 名  

1

年  

・たのしいきゅうしょくのしかたをおぼえよう  

・あさごはんをしっかりたべよう  

2

年  

・すききらいをなくそう  

・きゅうしょくありがとう  

3

年  

・なんでも食べよう  

・からだによい食べ方をしよう  

4

年  

・野菜を食べて健康にすごそう  

・食事のマナー  

5

年  

・食中毒に気をつけよう  

・健康によい食事のとりかた（おやつのとり方

を考えよう）  

6

年  

・バランスのよい食事をとろう  

・給食に感謝しよう  

①肥満傾向の高い学年への対応 

肥満傾向が高い 5 学年の実態を見ると他学

年より給食の残食が多い傾向があると同時に

間食のとり方に課題が見られた。  

そこで、冬季休業前の学級活動で取り上げ、

望ましいおやつのとり方を題材とした指導を

行った。  



＜題材名＞  

「おやつのとり方を考えよう」  

＜目標＞  

自分にあったおやつの量を知ったり、自分

の生活を見直したりする活動を通し、量と時

間を考えたおやつのとり方を実践しようとす

る態度を育てる。 

＜展開＞  

気
づ
く 

○おやつ調べの結果から、休日はおやつを

食べすぎる傾向があることに気付かせ

る。  

深
め
る 

○おやつの本来の目的や適量を理解する。  

○食べ過ぎた場合の対処方法についての話

し合い活動から、運動による対処方法に

着目させる。  

○ごはん２口分（50ｋcal）のおやつを実際

に食べ、ランニングまたはラジオ体操で

50kcal 分の運動を行い、運動だけで食べ

過ぎた分を取り戻すことの大変さを実感

させる。  

ま
と
め
る 

○おやつを食べ過ぎないために今日から実

行することを各自が決め、『おやつカー

ド』で 1 週間実践する。  

○家庭から励ましのことばを記載してもら

うなど、家庭にも協力を得ることで実践

の継続化を図る。  

②肥満傾向児Ａ児への授業後の対応例 

＜実態＞  

おやつに菓子パンやスナック菓子を一袋単

位で食べている。  

＜学級活動後の変容＞  

おやつの食べすぎに気づき、学級全体で取

り組んだ『おやつカード』による実践では、

おやつを食べ過ぎないように意識した生活を

実践することができた。  

＜指導内容＞  

・冬季休業中も継続するよう、『おやつカード』

へ励ましのことばを添えた。  

・第 2 学期最終日に冬季休業中の望ましいお

やつのとり方について、Ａ児を含めた全校

児童へ啓発を行った。  

・第 3 学期の初めに、冬季休業中のおやつの

とり方を学級全体に聞き取り、児童の努力を

賞賛した。  

肥満傾向児童Ａ児の記入内容  

 

(2)【視点２】『スワンチャレンジ』の実施 

①実施の方法   

食に関する課題を抱えている児童に対して

個別的相談指導を行うことにより、各自の課

題解決を支援することとした。校歌に白鳥が

謳われていることから、児童が親しみやすい

よう『スワンチャレンジ』と名づけ、白鳥の

ように力強く未来にはばたく、健康でたくま

しい児童の育成を目指すことにした。  

＜対象＞  

・肥満指導に限定せず、肥満、偏食、食物ア

レルギー､う歯等の食に関する課題を持つ

児童の希望者とし、肥満傾向の児童も相談

しやすい条件を整備する。  

・肥満度 20％以上の児童へは学級担任が積極

的な参加を促す。  

資料２  



 

＜方法＞            資料３  

○全校児童の家庭へ『食に関する個別相談（ス

ワンチャレンジ）の開催について』を配布

し、参加希望を募る。  

○参加希望者に個別相談記録『スワンチャレ

ンジカード』を作成し、個人ごとに「毎朝

おかずも食べる」「体重をこれ以上増やさな

いようにする」などの目標を話し合う。  

○毎月 1 回児童と栄養教諭ができたことと継

続することを確認し『スワンチャレンジカ

ード』に記入し家庭へ持ち帰らせる。  

○保護者に家庭の様子を記入してもらい、そ

の都度学校へ提出する。  

○目標が達成されたら終了とする。  

＜個別相談の場所と相談時刻＞  

○相談室で、栄養教諭が個別に指導を行う。 

○初回の相談時間は 10 分程度、2 回目以降は

5 分程度とし、お昼休みまたは放課後など、

対象児童の都合のよい時間を個別に決める。 

②相談希望者Ｂ児への指導の実際 

今回の『スワンチャレンジ』には、4 名の

相談希望があり、その中から食物アレルギ

ー・う歯・スポーツ栄養に関する相談希望者

の第 3 学年児童Ｂ児の事例を紹介する。  

＜食物アレルギー＞  

卵アレルギーがあるため、給食では入学当

初から卵の除去食を実施している。現在では

尐しずつ食べられるようになっていることを

保護者と確認していたため、「学校給食での食

物アレルギー対応内容連絡票」をもとに、さ

らに、保護者と相談しながら、食べられる卵

料理を増やしていくという方針を伝え、食物

アレルギーに対する不安を取り除くようにし

た。  

 「学校給食での食物アレルギー対応内容連絡票」  

 

＜スポーツに適した栄養のとり方＞  

スポーツについては「今シーズンから始め

たクロスカントリースキーで最後までがんば

り通せるようになりたい。」という願いがある。 

一方、これまでの学級活動では「なんでも

食べる子大作せん」「かんしゃして食べよう」

の学習を通し、各自が取り組むめあてを決め、

好ききらいなく食べることを学級全体で実践

してきた。しかし、朝食摂取率 100％週間運

動期間中の朝食カードの記入内容から、朝食

で副菜を食べていない傾向であることがわか

っている。好ききらいが多いわけでなく、朝

寝坊などの理由でなんとなく朝食をとらない

実態なので、まずは食卓にある副菜を食べる

ことを実践することとした。  

栄養教諭が本人に対して、断続的に朝食内

容を聞き取り、励ましの言葉を添えて朝食摂

取率 100％週間運動で使用した朝食カードを

に記録し「スワンチャレンジカード」に添付

資料４  



して家庭へも状況を知らせた。  

「スワンチャレンジカード」（右面）  

 

 「スワンチャレンジカード」（左面）  

 

＜う歯＞  

う歯の保有数は、乳歯が 1 本であるが、11

月現在未処置である。一方、放課後児童クラ

ブへ参加しているため、おやつを不規則に食

べているわけではないが、養護教諭が児童と

行ったカラーテスターによる歯の磨き方調べ

では、磨き残しが多いことを自覚している。

口すすぎも不十分であることがわかった。  

そこで、う歯について今回は、食事指導よ

り歯磨き指導を強化することを優先すること

にした。  

 

 

成果と課題 

(1)成果 

①【視点１】について 

児童の肥満傾向が全体的に改善し、4 月当

初と比較した１月の身体測定結果 (図６ )では、

肥満傾向児童のうち 65％の児童の肥満度が

下がった。また、昨年度の同期間よりに肥満

度が下がった児童が 8％増加した。  

肥満傾向Ａ児は、夏季休業後の 8 月は肥満

度が上昇してしまった（図７）が、家族の積

極的な協力もあり、冬季休業中は体重を時々

計ったり、清涼飲料水やスナック菓子の量を

減らしたりするなどの取組みで、冬季休業後

の 1 月は肥満度が 5％減尐し、指導の成果が

現れた。  

 

 

 

②【視点２】について 

偏食傾向Ｂ児は、11 月の朝食摂取率 100％

週間運動期間中の食事内容は非常によかった

が、その後は乱れがちで朝食を欠食すること

もあった。しかし、個別相談後は食事に対す

る関心が高まり、副菜を食べるようになり、

図８のように食事内容が改善されるようにな

った。  

資料３  



 

(2)課題 

①【視点１】について  

6 月と 12 月に行った『児童の食生活等実態

調査結果』を比較すると、図 9 のように「ジ

ュース等の飲みすぎについて気をつけていな

い児童」は 2％増加している。一方、図 10

のように、22 時以降に寝ている児童を見ると、

2 学年は県内の平均と比較すると尐ないが、5

学年は 12 月に増加している。また、12 月の

調査では 1学年 17%、2学年 17%、3学年 19％、

4 学年 46%、5 学年 65％、6 学年 29％いる。

さらに、睡眠不足を心配する保護者は、図 11

のように 6 月より 1％増加している。  

  

  

これらのことから、清涼飲料水のとり方の

見直しや就寝時刻の改善による生活リズムの

改善により肥満傾向児の減尐につながるよう、

学校全体の意識向上を図り、学級活動の題材

の工夫や自己決定への支援の充実、家庭との

一層の連携などに努める必要がある。  

  

②【視点２】について 

肥満度 20％を超える児童はＡ児以外に数

名いる。保護者は肥満に対する課題意識をも

っており、児童も体型を気にしている。しか

し、児童は食事内容を指導されることへの抵

抗感が強く、個別相談に至っていない。  

『スワンチャレンジ』へ参加した児童や保

護者の感想を紹介したり、相談者を増やした

りして個別相談に対する抵抗感を減らし、肥

満傾向の改善につながるようにする必要があ

る。  

また、学級担任、体育主任、学校医との連

携を強化し、食事内容の改善に努めるととも

に、運動に積極的に取り組ませるなど、食事

以外の視点から肥満傾向の改善を支援するこ

とにも取り組んで行きたい。  

 今後も、児童が生涯にわたって生き生きと

した生活を送ることができるよう、教育活動

全体を通して、一人一人の実態に対応した食

育を推進していきたい。  


